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団
交
は
冒
頭
業
側
よ
り
、
第

4
回
中
央
港
湾
団
交
後
、
4
回

に
わ
た
り
事
務
折
衝
を
行
い
、

そ
れ
を
ふ
ま
え
最
終
回
答
と
し

て
（
仮
）
協
定
書
（
案
）
の
提

案
が
あ
り
、
案
文
の
読
み
上
げ

と
説
明
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
中
で
特
に
、
（
仮
）
協

定
書
（
案
）
1
．
―
（
1
）
の

労
働
環
境
整
備
の
た
め
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
口
頭
で
付
言

す
る
と
し
て
、
23
春
闘
協
定
書

が
締
結
さ
れ
次
第
、
そ
の
趣
旨

を
理
解
し
対
応
す
る
旨
の
文
書

を
日
港
協
か
ら
元
請
事
業
者
に

発
出
す
る
と
し
た
。

組
合
側
は
、
内
部
議
論
を
す

る
た
め
に
暫
く
時
間
を
い
た
だ

き
た
い
と
し
た
。
業
側
は
こ
れ

を
了
承
し
、
休
憩
に
入
っ
た
。

交
渉
団
で
の
議
論
に
つ
い
て

は
、
①
政
府
施
策
を
日
港
協
か

ら
荷
主
団
体
に
文
書
を
発
出
す

る
こ
と
。
②
お
手
伝
い
特
例
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
い

て
、
具
体
化
す
る
こ
と
。
③
週

休
二
日
制
に
つ
い
て
見
直
し
を

立
て
る
こ
と
。
④
指
定
事
業
体

に
つ
い
て
、
「
是
正
」
が
必
要

と
の
認
識
に
立
っ
て
、
具
体
的

な
採
用
に
ふ
み
出
す
こ
と
。
が

事
務
折
衝
団
か
ら
報
告
さ
れ
、

具
体
的
な
質
疑
が
行
わ
れ
た
。

議
論
を
ふ
ま
え
真
島
委
員
長

よ
り
、
日
港
協
か
ら
の
（
仮
）

協
定
書
（
案
）
に
つ
い
て
、
各

単
組
・
各
個
別
で
賃
上
げ
交
渉

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
本
日
に
妥
結
し
な

い
で
検
証
の
部
分
を
残
し
、
元

請
事
業
者
が
荷
主
・
ユ
ー
ザ
ー

か
ら
賃
上
げ
原
資
と
な
る
料
金

を
も
ら
い
、
専
業
者
へ
の
下
払

い
料
金
を
支
払
っ
た
か
ど
う
か

の
確
認
を
す
る
た
め
に
中
央
港

湾
団
交
を
休
会
と
す
る
と
提
案

が
あ
り
、
交
渉
団
と
し
て
確
認

し
た
。以
上
の
こ
と
か
ら
、（
仮
）

協
定
書
を
押
印
せ
ず
に
基
本
合

意
す
る
こ
と
と
し
た
。

再
会
し
た
団
交
で
真
島
委
員

長
は
、
業
側
の
（
仮
）
協
定
書

（
案
）
に
つ
い
て
基
本

的
に
趣
旨
を
理
解
し
、

文
書
の
変
更
を
求
め

ず
、
基
本
的
な
合
意
は

す
る
も
、
本
日
の
調
印

を
取
り
交
わ
す
こ
と
は

で
き
な
い
と
回
答
し

た
。
理
由
は
、
賃
上
げ

交
渉
が
各
単
組
・
各
個

別
が
終
わ
っ
て
お
ら

ず
、（
仮
）協
定
書（
案
）

1
．
―
（
1
）
①
を
後

押
し
す
る
責
任
が
あ
る

と
し
た
。
そ
の
検
証
を

ふ
ま
え
、
少
な
く
と
も
1
ヶ
月

後
に
検
証
団
交
を
要
請
し
、
適

正
な
料
金
収
受
の
料
金
払
い
の

確
認
作
業
を
含
め
た
こ
と
を
し

て
、
各
単
組
・
各
個
別
の
労
使

交
渉
の
後
押
し
を
要
請
し
た
。

加
え
て
、
組
合
側
よ
り
賃
上

げ
交
渉
と
適
正
料
金
収
受
、
並

び
に
原
資
確
保
の
取
り
組
み
の

指
示
文
書
を
発
出
す
る
。（
仮
）

協
定
書
を
基
本
合
意
し
た
こ
と

を
ふ
ま
え
、
1
丁
目
1
番
地
で

あ
る
料
金
改
定
を
求
め
、（
仮
）

協
定
書
を
添
付
し
て
各
単
組
・

各
地
区
に
お
い
て
、
地
区
・
個

別
の
料
金
を
取
っ
て
き
て
ほ
し

い
旨
の
押
し
上
げ
を
図
っ
て
い

く
の
で
、
日
港
協
と
し
て
齟
齬

が
な
い
よ
う
に
対
応
を
要
請
し

た
。

日
港
協
は
、
（
仮
）
協
定
書

を
各
地
区
港
運
協
会
、
各
会
員

店
社
に
発
出
し
、
各
単
組
・
各

個
別
、
及
び
各
地
区
の
労
使
交

渉
を
促
進
す
る
と
回
答
し
た
。

次
回
団
交
の
続
開
の
日
程

は
、
事
務
局
で
調
整
す
る
こ
と

と
し
た
。
（
16
時
00
分
終
了
）

全
国
港
湾
と
港
運
同
盟
は
、
4
月
26
日
（
水
）
14
時
30
分
か
ら
芝
浦
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
東
京
港
）
に
お
い
て
23
春
闘
第
5

回
中
央
港
湾
団
交
を
開
催
し
た
。

日
港
協
か
ら
（
仮
）
協
定
書
（
案
）
の
提
案
が
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
て
組
合
側
は
、
（
仮
）
協
定
書
を
も
っ
て
基
本
合
意
は
す

る
も
、
個
別
の
賃
上
げ
、
料
金
収
受
の
検
証
の
た
め
、
調
印
を
取
り
交
わ
す
こ
と
が
出
来
な
い
と
回
答
し
、
23
春
闘
中
央
港
湾
団

交
は
休
会
と
な
っ
た
。

2
0
2
0
年
、
大
黒
ふ
頭
に

入
港
し
た
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
・
プ

リ
ン
セ
ス
号
の
乗
客
か
ら
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
発
見
さ

れ
て
以
後
、
4
年
ぶ
り
の
横
浜

港
メ
ー
デ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

横
浜
港
メ
ー
デ
ー
の
準
備
に

お
い
て
は
運
営
委
員
の
方
々
が

入
れ
替
わ
っ
て
い
る
事
も
あ

り
、
7
時
30
分
に
赤
レ
ン
ガ
パ

ー
ク
・
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
集

合
し
、
以
前
準
備
し
た
メ
ー
デ

ー
写
真
を
見
な
が
ら
舞
台
の
準

備
を
終
了
さ
せ
ま
し
た
。

今
は
観
光
地
と
し
て
賑
わ
っ

て
い
る
、
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
の
あ

る
埠
頭
は
以
前
、
新
港
ふ
頭
又

は
セ
ン
タ
ー
ピ
ア
と
も
呼
ば

れ
、
横
浜
港
の
中
心
的
ふ
頭
と

し
て
担
っ
て
い
ま
し
た
。
倉
庫

群
裏
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
は
半

世
紀
以
前
に
は
鉄
道
の
線
路
が

引
か
れ
貨
車
で
貨
物
が
運
ば

れ
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
港
湾

労
働
者
が
貨
車
か
ら
貨
物
の
載

せ
替
え
を
行
っ
た
場
所
と
し
て

利
用
さ
れ
て
き
た
場
所
で
、
横

浜
港
の
港
湾
労
働
者
に
と
っ
て

は
歴
史
的
な
場
所
で
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
場
所
で
第
28
回
統
一

横
浜
港
メ
ー
デ
ー
が
5
月
1
日

9
時
30
分
よ
り
4
6
0
名
が
参

集
し
実
施
さ
れ
ま
し
た
。天
候

は
曇
っ
て
い
ま
し
た
が
、
暑
く

も
な
く
寒
く
も
な
く
、
メ
ー
デ

ー
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

開
会
あ
い
さ
つ
と
し
て
徳
里

実
行
委
員
長
の
挨
拶
、
全
国
港

湾
真
島
中
央
執
行
委
員
長
の
挨

拶
、
及
び
、
か
な
が
わ
労
働
セ

ン
タ
ー
所
長
、
横
浜
市
港
湾
局

中
野
局
長
、
を
は
じ
め
県
国
民

春
闘
共
闘
代
表
、
政
党
か
ら
は

立
憲
民
主
党
、
日
本
共
産
党
、

社
会
民
主
党
。
中
央
労
働
金
庫

様
、
こ
く
み
ん
共
済
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ

様
、
等
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
紙
面
を
借
り
て

来
賓
の
方
々
に
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

祝
辞
後
、
メ
ー
デ
ー
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
採
択
、
メ
ー
デ
ー
宣
言

が
採
択
さ
れ
、
徳
里
実
行
委
員

長
よ
り
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
三

唱
し
、
パ
レ
ー
ド
行
進
を
3
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
を
響
か
せ
な
が
ら
海

岸
通
り
、
山
下
公
園
前
道
路
を

パ
レ
ー
ド
し
最
終
地
点
で
あ
る

山
下
ふ
頭
内
で
解
散
し
、
そ
の

後
、
単
組
毎
に
集
ま
り
中
華
街

等
へ
懇
親
を
深
め
た
日
に
も
な

り
ま
し
た
。

当
日
、
朝
早
く
か
ら
準
備
に

奮
闘
さ
れ
た
運
営
委
員
の
方
々

に
、
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
来
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
全
横
浜
港
湾
書
記
長
・
渡
邉
）

憲
法
が
施
行
か
ら
75
年
を
迎

え
た
5
月
3
日
の
憲
法
記
念
日

に
、
平
和
や
戦
争
を
考
え
る
集

会
な
ど
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が

日
本
各
地
で
開
催
さ
れ
た
。

東
京
の
有
明
防
災
公
園
で

は
、「
あ
ら
た
な
戦
前
に
さ
せ
な

い
！
守
ろ
う
平
和
と
い
の
ち
と

く
ら
し
2
0
2
3
憲
法
大
集

会
」が
、平
和
と
い
の
ち
と
人
権

を
！
5
・
3
憲
法
集
会
実
行
委

員
会
の
主
催
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
行
動
に
全
国
港
湾
か
ら

は
、
陸
・
海
・
空
・
港
湾
20
労

組
の
一
員
と
し
て
、
各
単
組
と

京
浜
3
港
代
表
を
中
心
に
50
名

ほ
ど
が
参
加
し
た
。

い
ま
世
界
は
、
ロ
シ
ア
や
中

国
、
北
朝
鮮
な
ど
不
穏
な
動
き

が
あ
り
、
安
全
保
障
へ
の
不
安

や
戦
争
へ
の
不
安
な
ど
、
様
々

な
世
論
が
国
内
を
取
り
巻
い
て

い
る
。
岸
田
政
権
は
、
こ
う
し

た
軍
事
的
脅
威
を
あ
お
り
、
防

衛
費
の
増
額
（
5
年
間
で
総
額

約
43
兆
円
）
と
敵
基
地
攻
撃
能

力
の
保
有
な
ど
軍
事
増
強
を
も

く
ろ
ん
で
お
り
、
「
戦
争
す
る

国
」
づ
く
り
へ
、
危
険
な
動
き

を
進
め
て
い
る
。

憲
法
改
正
の
自
民
党
草
案

は
、
9
条
で
は
「
国
防
軍
を
保

持
す
る
」
、
13
条
の
個
人
の
尊

重
で
は
「
公
共
の
福
祉
」
が
無

く
な
っ
て
「
公
益
及
び
公
の
秩

序
」
に
1
8
0
度
転
換
さ
せ
ら

れ
、
全
て
が
自
己
責
任
と
さ
せ

ら
れ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
現
行

憲
法
に
は
な
い
緊
急
事
態
条
項

で
は
、
草
案
が
成
立
す
る
と
、

国
や
公
の
機
関
の
指
示
に
従
う

義
務
が
国
民
に
強
制
さ
せ
ら

れ
、
戦
前
の
国
家
総
動
員
並
み

の
指
示
が
行
わ
れ
て
し
ま
い
、

港
湾
も
有
事
（
戦
争
）
に
な
れ

ば
兵
站
基
地
と
な
り
、
港
湾
労

働
者
は
、国
の
命
令
に
服
従
し
、

武
器
輸
送
に
従
事
す
る
こ
と
と

な
り
、
戦
争
の
被
害
者
、
加
害

者
の
両
者
と
な
っ
て
し
ま
う
。

会
場
に
は
、
「
守
ろ
う
、
平

和
・
い
の
ち
・
く
ら
し
」
「
敵

基
地
攻
撃
能
力
、
い
ら
な
い
」

「
＃
改
憲

大
軍
拡

Ｎ
Ｏ
！
」

な
ど
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
、

マ
ス
ク
姿
の
多
く
の
市
民
1
万

5
0
0
0
人
（
主
催
者
発
表
）

が
参
加
し
た
。

集
会
で
は
、
護
憲
派
の
識
者

が
登
壇
し
、
「
9
条
を
守
る
こ

と
が
安
全
保
障
に
つ
な
が
る
」

「
憲
法
を
守
り
生
か
す
暮
し
を
」

な
ど
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

い
ま
こ
そ
、
岸
田
政
権
の
暴

走
を
止
め
、
平
和
憲
法
を
生
か

し
守
り
、
憲
法
改
悪
で
「
戦
争

が
で
き
る
国
」
と
な
る
こ
と
に

つ
い
て
、
議
論
を
深
め
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

4
月
28
日
に

『
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
新
法
』
が
国

会
で
成
立
し

た
。『
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
新
法
』
と

は
、
従
業
員
を

使
用
せ
ず
に
個
人
事
業
主
と
し

て
一
人
で
働
く
人
が
対
象
で
、

契
約
内
容
の
書
面
や
メ
ー
ル
に

よ
る
開
示
の
ほ
か
、
一
方
的
な

買
い
た
た
き
の
禁
止
な
ど
、
取

引
の
適
正
化
を
進
め
る
こ
と
で

保
護
す
る
内
容
だ
。
パ
ワ
ハ
ラ

や
セ
ク
ハ
ラ
の
相
談
窓
口
の
設

置
や
、育
児
・
介
護
へ
の
配
慮
も

盛
り
込
ん
で
い
る
▼
雇
用
契
約

で
は
な
い
け
れ
ど
労
働
者
の
よ

う
な
働
き
方
の
人
を
守
る
初
の

法
律
で
あ
り
、
そ
う
い
う
意
味

で
は
い
い
法
律
で
あ
る
と
評
価

で
き
る
。た
だ
、契
約
締
結
時
に

契
約
内
容
を
明
示
す
る
義
務
が

な
い
こ
と
や
、『
支
払
い
遅
延
』

を
禁
じ
る
規
定
が
な
い
こ
と
、

罰
則
が
不
十
分
な
こ
と
な
ど
、

よ
く
あ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
に

は
不
充
分
な
点
も
多
い
。『
下
請

法
の
劣
化
版
』と
の
指
摘
も
あ

る
。
こ
の
法
律
は
与
党
内
の
妥

協
の
産
物
と
見
て
取
れ
る
。今

後
、改
良
を
重
ね
、実
行
あ
る
法

規
制
に
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
中
に
は
、

実
施
に
は
発
注
者
の
指
示
を
受

け
て
働
き
、
労
働
の
対
価
と
し

て
報
酬
を
受
け
る
な
ど
、
労
働

者
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
人
が

多
く
い
る
。
最
低
賃
金
や
残
業

規
制
、
労
災
補
償
な
ど
の
保
護

を
受
け
る『
労
働
者
』の
範
囲
の

見
直
し
が
急
務
だ
。
現
行
の
基

準
は
40
年
近
く
前
の
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
働
き
方

に
即
し
た
内
容
へ
の
見
直
し
が

求
め
ら
れ
て
い
る
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